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1. はじめに

フィリピン、ルソン島の北東部を流れる Cagayan 河の下流域に分布する Lal-lo 貝塚群(図1)

からは、主な遺物として後期先鉄器(新石器)時代に属する赤色土器、鉄器時代に属する黒色土

器が出土している。赤色土器、黒色土器ともに無文のものと有文のものに分かれており、有文赤

色→無文赤色→有文黒色→無文黒色という編年が想定されている。赤色土器は、有文のものが

Magapit 貝塚および Dummon 貝塚の貝層から、無文のものが、 Mabangog 洞穴の貝層と河岸段丘

上貝塚の貝層下シルト層中から出土している。黒色土器は、有文、無文ともに河岸段丘上貝塚の

貝層中から出土している(小川， 2002) 口また、表層近くでは、陶磁器時代に属する無文の褐色土

器も出土する口

これまでの報告により、 Lal-1o 貝塚群のうち、鉄器時代の無文黒色土器を出土する遺跡から出土

した人骨、獣骨および炭化物を用いた AMS14C 年代測定により、無文黒色土器の文化層の年代は

1900 cal BP"" 1 000 cal BP の範囲にあること、無文赤色土器の文化層の年代は 3000 cal BP 以前に

まで遡ることを報告した(三原ら 2002) 。今回は、剥片石器から有文黒色土器を伴出する文化層

中の試料を中心として分析をおこなったので、その結果を報告する。

また、ルソン島北部で現在も作られている黒色の土器には、焼成後の土器を熱いうちに籾殻の

中に入れて炭素を吸着させ 黒く着色する技法が用いられている。 Lal-lo 貝塚群で出土する黒色

土器も同様の技法で作成されたとするならば、作成時の炭素を多く含有し、年代測定用の試料と

して使用できると考えられる。そこで今回、 Lal-1o 貝塚群から採取した土器片について、炭素含

有量の分析をおこない、年代測定試料としての可能性を調べた。

2. 分析試料

Lal-1o 貝塚群の各貝塚から出土した人骨、動物骨、炭化木片試料を、年代測定用試料としてフ

ィリピン国立博物館の考古学部門から提供を受けた(表1)。人骨試料として San Lorenzo 貝塚

Siliban 地点から出土した 5 点、 Catugan 貝塚 Ramos 地点から 1 点の計 6 点である。動物骨試料と

して Dummon貝塚 Gaerlan 地点から 3 点、 Catugan貝塚 Dumbrique 地点から 4 点、 Bangag 貝塚 Bangag

I 地点から 5 点の計 12 点、炭化物試料として Dalaya 貝塚 Ulet 地点から出土した 1 点である。

以下に各貝塚の概要を述べる (Garong， 2002) 0 
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Dalaya 貝塚: Cagayan 川の河岸から約 1km 離れた内陸部の低湿地に立地し、径 100m ほどの範

囲で貝層が分布する。貝層深度は 4，...，5m に達する。人工遺物は少量の剥片石器が確認されている

のみで、土器出現以前に形成された貝塚であると考えられている(小川， 1997) 。分析試料は貝層

の分布を把握するためのボーリング調査によって得られた炭化物 l 点を用いた。

Dummon 員塚: Cagayan 川に面した段丘上に立地し、有文赤色土器群が出土する Magapit 貝塚

(ügawa, 1998) の 10km 上流に位置する。貝層上面では Magapit 貝塚同様に有文赤色土器群が出

土し、その下の貝層からはチャ}トや安山岩製の剥片石器のみが出土し、土器は確認されていな

い(小川， 2004) 。

Bangag 1 貝塚: Magapit 貝塚の対岸の氾濫原に立地する貝塚で、規模は径 100m、深度 2m 以上

に及ぶ。貝層からは Catugan 貝塚と同様に有文黒色土器群が出土している (Tanaka， 1999) 0 

Catugan 貝塚: Catayauan 貝塚の対岸に立地する、幅 30m、長さ 100m、深さ 2m 規模の貝塚で、

発掘地点は河岸の崖面の部分である(田中 1997)ロまた、隣家の Ramos 地点から人骨が出土した

ため、これについても年代測定をおこなった。

San Lorenzo 貝塚: Catugan 貝塚の南側に位置する、長さ lkm、幅 50m、深度 1m 以上の貝塚

である。貝層からは無文黒色土器群および無文褐色土器群が出土している。発掘をおこなった

Siliban 地点はかつて墓域で、あったと考えられており、人骨をともなう奮棺墓、土墳墓が発見され

た(田中， 1998) 。

3. 分析方法

3-1. 前処理

骨試料に関しては、骨中の硬タンパクであるコラーゲンを用いた。炭化物試料に関しては酸m

アルカト酸 (AAA) 処理をおこなって分析に用いたD 試料の調整法は三原ら (2002) に述べた

とおりである。

3-2. CO2精製

前処理を終えた試料はパイコール管に酸化銅とともに(コラーゲン試料では、酸化銅、銀線と

ともに)真空ラインを用いて封入した口コラーゲンの量は、 ANCA-mass で得られた炭素含有率

から、炭素量で 1 ，...，2mg 分を使用した。電気炉を用いて加熱して生じた気体は、液体窒素 (-1960C) 、

液体窒素で冷却したエタノール (-800C) 、および液体窒素で凍結させたペンタン(国1300C) を冷

媒として真空ラインを用いて精製し、 CO2 ガスを得た。

3-3. 年代測定

精製された CO2試料は水素還元法 (Kitagawa et al., 1993) によりグラファイト化し、名古屋大

学年代測定総合研究センターのタンデトロン加速器質量分析計 (Model-4130 AMS, HVEE) 

(Nakamura et al., 2000) を用いて 14C 年代を測定した。 14C 濃度の標準体として NBS シュウ酸

(HOx II) を用いた口
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4. 結果

ANCA-mass による測定結果を表 1 に示す。人骨コラーゲンの精製状況を確認するのに用いた

CIN 比(炭素、窒素の質量比)は、 Catugan 貝塚の人骨が 2.9 、 San Lorenzo 貝塚の人骨 5 点が 2.8

であった。 Dummon 貝塚、 Catugan 貝塚、 Bangag 貝塚の動物骨の CIN 比は 2.8~3.1 であった。コ

ラーゲンの標準的な CIN 比は 3.2 :t 0.5であり (Hare and von Endt, 1990) 、現生の象牙試料から得

られたコラーゲン(Ishibashi et al.， 1998)の C川比の平均値は 2.8 となっている。このことから、コ

ラーゲンの精製状態は十分と考えられる。

14C 年代は、 Libby の半減期 5568 年を用いて算出した。測定誤差は 14C の総計数に基づく統計

誤差であり、:t 1σ で示した。また、これらの 14C 年代を、コンピュータ・プログラム CALIB4.3

(Sωiver et al., 1998) により、暦年代(:t2σ) に較正した口

14C 年代測定の結果を表 1、図 2 に示す。 Dalaya 貝塚 Ulet 地点の炭化物が 6740~6500 cal BP、

Dummon 貝塚 Gaerlan 地点の動物骨が 4290~3725 cal BP、 Catugan 貝塚 Dumbrique 地点の動物骨が

2120~1530 cal BP、 Ramos 地点の人骨が 1885~1705 cal BP、 Bangag 貝塚 Bangag 1 地点の動物骨が

2115~1560 cal BP、黒色土器が 2355~2120 cal BP 、 San Lorenzo 貝塚 Siliban 地点の人骨が 620~450

calBP という年代がえられた。以下に、各貝塚の測定結果を示す。

Dalaya 貝塚 Ulet 地点:ボーリングコア中の深度 100~120cm の位置から採取した炭化物 1 点

から得られた 14C 年代は、 6740~6500 cal BP であった。

Dummon 貝塚 Gaerlan 地点:有文赤色土器群を出土する第 1 層中の深度 14~40cm の動物骨 3

点は 4090~3685 cal BP、剥片石器群を出土する第2 層中の深度40~55cm の動物骨 1 点は 4290~4090

calBP という年代を示した。

Catug組員塚 Dumbriqe 地点:有文黒色土器群を出土する貝層の深度 20~100cm の動物骨 3 点

は 1730~ 1530 cal BP、無文赤色土器群を出土するのシルト層の深度 170~180cm の動物骨 1 点は

2120~1985 cal BP としづ年代を示した口

Catugan 貝塚 Ramos 地点: Dumbrique 地点の発掘中に隣家地下の貝層から動物骨とともに発

見された人骨は、 1885~1705 cal BP という年代を示した。

Bangag 貝塚 Bangag 1 地点:有文黒色土器群を出土する貝層の深度 70~280cm の動物骨 5 点は

2115~1560 cal BP、同じく貝層の深度 70~280cm の黒色土器 3 点は 2355~2120 cal BP という年代を

示した。

San Lorenzo 貝塚 Siliban 地点:無文褐色土器群を出土する貝層の第 2 層から出土した 5 基の

蜜棺内の人骨は 620~420 cal BP という年代を示した。

5. 考察

Dalaya 貝塚 Ulet 地点:この貝塚は剥片石器のみで土器が検出されず、 Lal-lo 貝塚群のなかで

ももっとも古い時期に属すると考えられている。骨試料のコラーゲン残存率が非常に悪かったた

め、今回得られた年代はボーリングコア中からの炭化物 1 点のみからのものであるが、貝層の比

較的深い位置から採取されている。炭化物を試料に用いているため、実際よりも古い年代を示し
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ている可能性があり、今後測定試料を追加する必要があるが、貝塚の形成開始時期は 6700~6500

cal BP であると推測される。

Dummon 貝塚 Gaerlan 地点:この貝塚は他の河岸段丘上の貝塚とは異なり、貝層の上部から

有文赤色土器群、下部およびシルト層から剥片石器群を出土しており、この 2 種の遺物は共伴し

ない(小川， 2004)。このことから、当貝塚は剥片石器群の文化期から有文赤色土器群の文化期へ

と移る時期にあたると考えられる。第 2層は剥片石器群を伴う貝層であるが、 Dalaya貝塚と同様、

コラーゲンの残存率が第 1 層に比べて極端に下がっており、最上部の深度 40~55cm の動物骨 1

点からのみ 4290，-4090 cal BP という年代がえられたo Dalaya 貝塚の炭化物の年代と合わせ、剥片

石器の文化期は 6700~6500 cal BP ごろに始まり 4300~4100 cal BP まで続くことが示唆された。そ

れに続く 4100 cal BP ごろから有文赤色土器群の文化期が開始し、この貝塚は 3700 cal BP ごろま

でに形成されたものと考えられる。 Lal-lo 貝塚群における有文赤色土器群を出土する貝塚は他に

Magapit 貝塚が知られているが、この遺跡はメラネシアで 3500~2500BP まで栄えたラピタ土器文

化との関連性が注目されており、詳細な測定を現在、行っているところである。

Catugan 貝塚 Dumbr句ue 地点:動物骨の分析から、有文黒色土器群が出土する貝層の年代が

1730~ 1530 cal BP 無文赤色土器群を出土するシルト層の年代が 2120~1985 cal BP を示した。こ

の貝塚の第 1 層より出土した人骨(三原ら， 2002) は大腿骨のみが遺構に伴わずに検出され、そ

の年代は貝層の動物骨よりも古い値を示した。コラーゲンの精製には問題がないため、下層の骨

が撹乱によって上部に移動した可能性と、若干であるが海洋リザーバー効果の影響が考えられる。

また、シルト層中の動物骨より得られた年代は、有文赤色土器群の文化期の年代としては新しい。

発掘地点が河岸段丘端部の崖面であることから、試料と分析結果の解釈には慎重を期する必要が

ある。

Bangag 貝塚 Bangag 1 地点:有文黒色土器群が出土する貝層の動物骨は 2115~1560 cal BP、黒

色土器 3 点は 2355~2120BP という年代を示した。この貝塚で表採された黒色土器も同様の年代を

示し(三原ら， 2004) 、動物骨の年代と比べ古い年代となっている。黒色土器は作成時に籾殻等の

炭素を吸着することで黒色を発し、炭素含有率が高く年代測定試料として利用できる可能性が高

い。土器が作成されてから破棄されるまでの時間差が長ければ同じ層の動物骨より古い年代と予

想されるが、焼成時に胎士の炭素が完全に抜けていない可能性も否定できない。現在、フィリピ

ンで作成された現代の黒色土器を用いて土器内部炭素の変化を調べており、黒色土器の年代測定

に関してはこの結果を待ちたい。

San Lorenzo 貝塚 Siliban 地点 5 点の人骨の年代は人骨に関しては長管骨の長さから、 l 体

は幼児、 3 体は乳児であると考えられた。残りの 1 体はさらに小さく、出産直後である可能性が

ある。年代値は 2 つに分かれており、乳児 3 体は 550~450 cal BP 前後であり、残りの 2 体が 620-510

cal BP であった口同時期の奮棺が固まって出土しており、親族関係等に興味が持たれる D
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まとめ

本研究において新しくえられた Dalaya 貝塚、 Dummon 貝塚、 Catugan 貝塚、 Bangag 貝塚の年代

より、剥片石器群の文化期は 6700~4100 cal BP、有文赤色土器群の文化期は 4100~3600 cal BP、

無文赤色土器群の文化期は 3500~3000 cal BP、有文黒色土器群の文化期は 2300~1500 cal BP とい

う範囲の年代がえられたロこのうち赤色土器群が有文から無文へと移行する時期に関しては、今

後 Magapit 貝塚と Mabangog 洞穴の試料の年代測定をおこなうことで推定できると考えられる。

それとともに、議j片石器群から有文赤色土器群へと文化期が移り変わる時期に関する試料を増や

すことで、ラピタ土器を利用していた人々をはじめとする他地域との文化的交流の関係を明らか

にできると考えられる。
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表1 Lal-Io貝塚群各遺跡出土試料のAMS 14C年代測定結果

Table 1 AMS 14C datine: results for archeoloe:ical remains from Lal・10 shell midden sites 
cultural depth 14C age 

layer本 (cm) %C %N CIN δ13C Ôl~ (BP) note 

Nagoyacode 
φillTA2-) (%) 

cal 14C age 
(cal BP) layer sample slte o-

N
一
4

n-

,\ 
o
-
y
 

m
-
0
 

3

M

E

ｭ

c
-

ぷ
v

c
-
o
o
 

a
-
n
y
 

V
E
A
 

Y
E
A
 

labo No 

boring sample 7905 白
uh

U
 

‘,
A 5830土50 6740-6500 100-120 Flake B-south charcoal Dalaya V. Ulet 04CHOl 

7938 70 

28 

3555土30 3925-3810 

3785-3725 
7.8 -19.2 3.0 15.6 46.3 14-23 RI 1 spit1 animalbone Dummon R. Gaerlan 279 II-2000-u-04AN03 

7939 98 3485土30 3835-3685 5.9 -20.7 2.8 16.6 23-30 1 spit2 

1 spit3 

animalbone Dummon R. Gaerlan 305 II-2000-u-04AN04 

7940 nu 
nu --3665土35 4090・38958.8 -20.8 2.9 15.6 

46.3 

44.9 30-40 

RI 

RI animalbone Dummon R. Gaerlan 440 II-2000-u-04AN05 

7941 98 3810士30 4290-4090 7.5 -21.0 3.0 15.0 45.3 40-55 Flake 2 spit1 animalbone Dummon R. Gaerlan 600 II-2000・u-04AN06 

三原ら (2002) による757 100 1880士20 1875-1735 9.2 -18.5 2.8 14.4 40.3 BI human bone Catugan M. Dumbrique 

M. Dumbrique 

12 OOHM04 11-95・Q4-

7694 10 

89 

1685土30 1690-1670 

1625-1530 

1725土30 1705-1555 

6.6 ー20.62.8 15.6 44.3 20-30 BI 2 animalbone Catugan 358 01AN12 II・95-Q4・

7695 100 M. Dumbrique 01AN16 II-95 ・Q4-

7696 100 1750土30 1730-1555 

8.0 

7.7 

-20.6 

-19.2 

2.8 

2.8 

15.1 

14.0 

42.0 

39.1 

80-90 

90-100 

BI 

BI 

3 

3 

animal bone 

animal bone 

Catugan 

Catugan e

e

 

u

u

 

n
H
A
n
H
A
 

r
且

V
A

1
0

・h
u

m

m

 

D

D

 

M

M

 

435 

216 o lAN17 II-95-Q4・

7697 92 2075土30 2120-1985 8.7 -15.9 2.9 14.1 170-180 41.3 RII 5 animalbone Catugan 267 01AN19 II-95・Q4・ー
]
口
。
|

7928 99 1860土40 1885-1705 10.5 -19.7 2.9 12.5 36.1 BI human bone Catugan C. Ramos 02HM09 

7703 100 1750土30 1735-1560 8.0 animal bone 

7704 92 1915土30 1930・ 18156.0 

ー 19.4

-21.0 

7705 92 1840士30 1835-1705 6.3 ー20.32.8 15.0 222-227 41.5 VIII animalbone 

7706 97 204ﾜ:1:40 2115-1920 6.1 -20.4 3.1 8.6 26.2 255-265 

BI 

BI 

2.9 

2.9 

X animalbone 

Bangag 

Bangag 

Bangag 

Bangag 

14.9 

14.0 

Bangag 1 

TAYEAr-

‘

ri 

o
b

ロ
b
o
b
o
b

免
柿
免
H
9
U
9
U

P
D
o
-
o
b
o
b
 

m

m

m

m

 

R

U

B

B

B

 

983 01AN20 II・86-02・ 43.2 

210・220 41.2 

70-90 BI 

BI 

II 

VI animalbone 

Bangag 

1524 01AN21 II-86-02・

1789 OlAN22 II・86-02・

2089 OlAN23 II-86-02・

7707 90 1965::1::40 1990-1855 6.1 -21.7 2.8 16.3 45.9 270-280 BI XI animal bone 2440 II・86・O2・01AN24 

三原ら (2002) による5367 45 

46 

2170士30 2310-2220 

2185-2095 

0.31 BI surface Black Pottery 1 Bangag Bangag 1 01P0l3 

三原ら (2002) による5368 60 

37 

2290士30 2350-2300 

2245-2180 

0.23 BI surface Black Pottery 1 Bangag Bangag 1 01P0l4 

01AM20と同一層7912 56 

44 

2200土30 2315-2215 

2210-2120 

0.15 70-90 BI 11 Black Pottery 1 Bangag Bangag 1 880 II・86・O2-03POOl 

01AN21 と同 a層7913 72 

28 

230ﾜ:l:30 2355-2305 

2240-2180 

210-220 0.41 BI VI Black Pottery 1 Bangag Bangag 1 1571 II-86-0z-03P003 

01AN24と同一層

(事頁に続く)

(contiuned to next page) 

7914 30 215ﾜ:1:30 2305-2235 270-280 0.23 BI XI BlackPo伽ryIBangag Bangag 1 2378 II・86-02・03P007 
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(表1 続き)
(Table 1 continued) 

cultural depth 14C age cal 14C age 

sample layer layer* (cm) %C %N C/N ﾔ13C Ôl~ (BP) (cal BP) 例) note 

Nagoyacode 
ο孔JTA2・)slte accession No. labo No 

infant 7915 17 

83 

540土30 620-605 

555-520 

-18.6 11.0 2.8 15.0 41.8 No.67 Br humanbone San Lorenzo Siliban 104592 03HMOl II・96・U2・

suckling 

suckling 

suckling 

fetus? 

7916 100 450士30 535-470 03HM02 II・96-U2- -19.4 12.0 2.8 13.8 39.4 No.68 Br human bone San Lorenzo Siliban 104593 

7920 

7921 

100 

100 

545-450 

445::1:30 530-465 

485::1:30 1
 

• 1
 

1
A
 

11.8 

ー 16.5

ー 18.1

2.8 

2.8 

11.4 

13.1 

32.3 

36.8 

No.69 

No.70 

Br 

Br 

human bone 

human bone 

San Lorenzo 

San Lorenzo 

Siliban 

Siliban 

104594 

104591 

03HM03 II・96・U2・

03HM04 II-96・U2・

03HM05 II-96・U2・ 7922 13 

87 

525土30 620-605 

555-510 

10.4 -13.2 2.8 13.9 39.6 No.71 Br human bone San Lorenzo Siliban 104590 

三原ら (2002) による2503 94 1815士25 1820・16959.0 ー2 1.42.8 15.4 43.1 80-100 BII human bone San Lorenzo 

三原ら (2002) による910 

911 三原ら (2002) による

904 85 

-26.4 BII charcoal St. M紅ia

三原ら (2002) による1635土20 1560-1490 8.8 -19.4 3.0 5.0 14.7 BII human bone St. Maria 

三原ら (2002) による914 87 3025士20 3270-3150 ー28.288.5 RII 3 charcoal St. Maria 

三原ら (2002) による

三原ら (2002) による

1510土20 1410-1335 100 

99 

912 

917 

1490土35 1420-1295 

ー24.8BII charcoal St. Maria 

86 

100 

2925士20 3090-2970 

3185::1:25 3460-3360 

-26.1 

調25 .4

111 

132-135.5 

RII 

RII 

3 

3 

charcoal 

charcoal 

St. Maria 

St. Maria 

Siliban 

n

n

n

n

n

n

n

 

e

s

e

e

E

e

e

 

v
d
v
d
v
d
V
J
V
d
v
d
v
d
 

a

a

a

a

a

a

a

 

o

b

u

b

o

-

o

b

o

b

o

b

o

b

 

-
n
.
n
.
n
.
n
.
n
.
n
.
n
 

y
i
τ
i
y
A
T
A
T
A
T
-
A
τ
i
 

c

c

c

c

c

c

c

 

OIHM02 II・96・O2

8695 OOCHOl II-95-0-

8700 II-95-0-OOCH02 

9596 00HM08 II-95-0-

9598 00CH05 II-95-0-

ト4

-."l 
-司

8705 

9601 

II-95-0-

II-95-0-

00CH03 

00CH06 

三原ら (2002) による913 83 3165土25 3415-3345 ー26.3135 RII 3 charcoal St. Maria 8706 II-95-0-00CH04 

三原ら (2002) による903 ハ
Unu 

--1145士20 1069-979 -19.4 10.1 3.0 14.5 43.1 34 BII human bone 

三原ら (2002) による1852 100 1115土25 1055-955 12.3 ー2 1.64.0 8.7 35.2 35 BII animal bone 

三原ら (2002) による1853 100 1125土25 1060-960 9.0 -16.0 3.6 14.3 51.7 70 BII animalbone 

三原ら (2002) による1854 98 1220土25 1175-1060 11.3 -21.8 3.5 14.3 49.4 80 BII animalbone 

三原ら (2002) による1855 1215土25 1175-1055 100 9.2 -22.2 2.9 15.0 43.1 98 BII animalbone 

三原ら (2002) による1858 

1859 三原ら (2002) による-13.3 12.6 45.2 122 

三原ら (2002) による1851 88 1240土25 1190-1060 6.6 -20.8 2.8 15.3 42.9 135 BII animal bone 

三原ら (2002) による1860 98 1225土25 1175-1060 7.4 ー22.62.8 15.1 42.9 146 BII animalbone 

三原ら (2002) による2504 

1861 

89 

87 

1410士25 1350-1285 100 

1460士25 1385-1295 100 

1185土25 1160-1050 

1240土25 1190帽 1065

7.9 -17.9 

-20.1 

9.2 

11.7 

2.8 11.0 

13.6 

備 18.33.7 

3.6 

156・ 148 31.3 

40.0 

14.0 51.1 105 BII 

BII 

165 

BII 

BII 

animalbone 

animalbone 

human bone 

human bone 

Catayauan 

Catayauan 

Catayauan 

Catayauan 

Catayauan 

Catayauan 

Catayauan 

Catayauan 

Catayauan 

Catayauan 

Catayauan 

Catayauan 

F. Sison 212 00HM07 II-95-P-

OOHM17 II・96-V2・ Conciso 1058 

00HM18 II・96・V2・ Conciso 1993 

00HM19 II-96・V2・ Conciso 2038 

00HM21 II-96・V2・ Concﾍso 2466 

OOH恥122 II・96・V2・ Conciso 

Conciso 

2508 

OOHM23 II・96・Vr 3949 

00HM16 II・96・V2・ Conciso 4149 

00HM24 IIθ6・V2・ Conciso 5284 

01HM03 II-96・V2・ Concﾍso 

Concﾌso 

6354 

00HM25 II・96・V2・ 三原ら (2002) による9.7 3.0 6327 

三原ら (2002) による

* Flake: Stone Flake Assemla只e Phase. RI: Red Pottery 1 (decolated) Phase. Rll: Red Pottery II (non-decolated) Phase 
81: Black Pottery 1 (decolated) Phase. BII: Black Pottery II (non-decolated) Phase. Br: Brown Pottery Assemblage Phase. 

2508 1280:土25 1275-1175 100 9.0 -19.9 2.8 13.8 200-178 39.2 BII human bone Conciso 6355 0IHM04 II・96・V2・



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

.Archaeological Sites 圃ThwnCwbr 010kln  

関 1 Lal-lo 貝塚群における各貝塚の位置と文化期
Fig.1 locations of shell middens and their cultural phases in Lal-Io shell midden sites 
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AMS 14C dating of archeological remains from the Flake Tool Phase to 

Black Pottery 1 Phase in Lal・10 shell midden sites, Phi1ippines. 

Shozo MIHARA1), 2), Hidefumi OGAWA3
), Kazuhiko TANAKA4), 

Toshio NAKAMURA5) and Hiroko KOIKE1) 

1) Graduate School of Social and Cultural Studies, Kyushu University 
2) JSPS Research Fel10w 

3) Dept. of Philippine Studies, Tokyo University of Foreign Studies 
4) Sophia University 

5) Chronological Research Center, Nagoya University 

Lower Cagayan River, running through Northeast Luzon, has Lal-lo shell midden sites, 

belonging 仕om the Pre-Iron Age to the Iron Age. According to the annual report in 2002, the 
age ofthe Black Pottery II Phase was from 1900 cal BP to 1000 cal BP, and the Red Pottery II 
Phase was older than 3000 cal BP. This time, we have analyzed samples from the Stone Flake 

Assemblage Phase to the Black Pottery 1 Phase. 

We analyzed one charcoal sample 企om Dalaya Shell Midden, four animal bone samples 
from Dummon Shell Midden, one human bone and four animal bone samples from Catugan 

Shell Midden, five animal bone samples and three black pottery samples from Bangag 1 Shell 

Midden, and five human bone samples from San Lorenzo Shell Midden. Dalaya Shell Midden 
belongs to the Flake Tool phase, Dummon Shell Midden belongs to the phases from the Stone 
Flake Assemblage Phase to the Red Pottery 1 Phase. Catugan Shell Midden and Bangag 1 Shell 

Midden belong to the Black Pottery 1 Phase. San Lorenzo Shell Midden belong to the Black 

Pottery II Phase. The resu1ts of AMS 14C dating are summarized as follows: the Stone Flake 

Assemblage Phase is from 6700 cal BP to 4100 cal BP, the Red Pottery 1 Phase is from 4100 

cal BP to 3700 cal BP, the Red Pottery II Phase is from 3500 cal BP to 3000 cal BP, and the 
Black Pottery 1 Phase is from 2300cal BP to 1500 cal BP. 
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